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（午前１０時００分 開議） 

議長（鎌形寿一君） 

 ただいまの出席議員は１６人です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 日程第１、議案第１５号、平成２４年度東庄町一般会計予算から、日程第８、

議案第２２号、平成２４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算まで、

以上、８案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

            （事 務 局 朗 読） 

議長（鎌形寿一君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 岩田町長。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、平成２４年度の東庄町一般会計及び特別会計並びに企業会計、あ

わせて８会計の予算をご審議いただくに当たりまして、予算の編成方針を申し

上げます。 

 昨年３月１１日に発生した東日本大震災から１年がたとうとしております。

本町でも家屋の損壊など多くの方が被災し、道路や農業用施設などに多大な被

害がありました。被災された皆様方には心労はもとより、修繕費用など急な出

費もかさんだことと思います。改めてお見舞いを申し上げる次第であります。 

 おかげさまで、道路を初めとする公共施設の復旧工事はほぼすべてが年度内

に完了いたします。この震災の教訓を今後のまちづくりに生かし、町民の安心、

安全につながる施策を積極的に展開してまいりたいと考えております。また、

東北地方など甚大な被害を受けた被災地の様子を思い浮かべますと、いまだに

震災がれきの処理が進まず、放射能汚染によって避難生活を余儀なくされてい

る方々も大勢いらっしゃいます。国の主導により課題解決をされ、一日も早く

安心して暮らせる生活が戻るよう願うものでございます。 

 さて、我が国の経済は震災や円高、世界経済の減速等により景気の行き先は

不透明感を増しております。国の月例経済報告においても景気は穏やかに持ち

直しているとしながらも、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリス
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クを指摘しており、引き続きデフレの影響や雇用情勢の悪化が懸念されるとこ

ろであります。さらに、国の平成２４年度予算案でも税収を３．５％増の４２

兆円と見込んでいるものの４４兆円を超える新規国債発行が予定をされており

ます。借入金収入が税収を上回る状況が続いており、赤字国債が前年度を上回

っていることは懸念材料の一つであります。 

 こうした国の状況にかんがみ、地方財政を取り巻く環境は依然として厳しい

ものと認識しております。町政運営に当たっては身の丈に合った着実な行財政

運営に努め、その中で最大限住民の安心、安全に配慮し、町が元気になるよう、

そして町民の皆さんの満足感の醸成につながる施策を展開してまいる所存であ

ります。 

 予算編成に当たっては、昨年度に引き続き優先性、緊急性を踏まえながら、

選択と集中に努め限られた財源を効果的、効率的に活用すべく予算を配分した

ところでございます。 

 それでは、議案第１５号、一般会計予算の主な施策について申し上げます。 

 平成２４年度は第５次総合計画後期基本計画の初年度に当たります。基本計

画の「躍動プロジェクト」に掲げました「安心して暮らせるまちづくり」に向

けた施策には特に意を配し、予算を措置したところでございます。 

 主な事業といたしまして、まず防災行政無線のデジタル化事業を実施いたし

ます。災害時に迅速かつ正確に情報を伝達できるよう、防災行政無線のデジタ

ル化による再整備をいたします。２３年度の繰り越し事業を含め、実質的には

２４年度、２５年度で実施をいたします。 

 また、生活道路の整備は、利便性の向上とともに緊急車両の通行の確保のた

め、積極的に進めてまいりたいと考えております。２３年度に災害復旧事業を

優先させたため、道路新設改良事業など積み残した事業もあり、２４年度は道

路整備に要する予算を増額して措置しております。 

 また、木造住宅の安全性を確保するため、耐震改修や耐震診断による補助金

を創設いたします。 

 また、６５歳以上の独居世帯を対象に、高齢者救急支援事業として救急搬送

時に疾病や投薬の情報などを把握できる救急医療情報キットを導入いたします。 

 次に、「子育てしやすいまちづくり」に向けた事業でございますが、子育て
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支援として昨年度から中学３年生まで拡充しました医療費助成に要する費用を

２４年度もしっかり予算措置をしております。子ども、小学生、中学生の保健

対策の充実と、保護者の経済的負担の軽減を図ってまいります。 

 またＨｉｂワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチンの接

種費用全額助成をしっかりと予算化をしております。予防医療の充実により、

子育て支援をするとともに、子どもを初め町民の健康維持に努めてまいります。 

 次に、「医療が充実したまちづくり」では、ただいま申し上げました予防接

種などの予防医療の充実のほか、東庄病院の経営基盤強化を図るため、しかる

べく予算措置をしたところでございます。 

 次に、「連携プロジェクト」と掲げました「町民と一体となったまちづくり」、

「町民が支え合うまちづくり」に向けた事業として、自治会の課題や要望等を

把握し政策に反映させていくため、行政協力員会議を設置いたします。特段の

予算措置はしておりませんが、各区の区長さんから広くご意見をいただく場を

設けたく考えております。 

 次に、「地域力プロジェクト」に掲げました「豊かな自然に潤うまちづくり」

として、自然環境を守り、将来世代に豊かな自然をきっちりと引き継いでいく

ため、本町では合併処理浄化槽の設置を促進しております。設置にかかる補助

金を前年同様しっかりと措置しております。 

 次に、「農業が元気なまちづくり」では、基幹産業であります農業の活性化

に向け、農業経営基盤強化資金利子補給金を増額して措置するとともに、農業

者戸別補償推進事業補助金、新規需要米等の独自補助金を予算化し、農家の経

営安定化を図ってまいります。 

 また、牛の異常産ワクチン助成金を新設し、経営の損失を未然に防ぐための

支援をしてまいります。 

 次に、「子どもの豊かな人間性を育むまちづくり」に向け、２４年度は橘小

学校屋内運動場の屋根改修工事を実施いたします。また、笹川小学校の相撲建

屋など、寄附金を原資として教育施設の維持整備にも意を配してまいります。 

 さらに、発達障害のある児童に対するため、学習支援員を町独自で設置をい

たします。 

 以上、申し上げましたほか、地域の活性化という点から２１年度に創設しま
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した地域活性化事業補助金を引き続き予算化しております。町を元気にしたい

という志のある団体、グループに活用していただきたいと期待しております。 

 次に、観光施策でございますが、旧役場庁舎がありました駐車場を舗装整備

いたします。これは諏訪神社から町が借用し整備するものでありますが、大型

バスや個人の観光客に心地よくご利用いただける駐車場として整備をしてまい

ります。 

 以上、主な施策を申し上げましたけれども、これらを踏まえ、一般会計予算

を編成し、総額は４５億７，１００万円となり、前年度と比べますと５，１０

０万円、率では１．１％の減となりました。 

 地方自治体にとって厳しい状況下ではありますが、職員一丸となって住民福

祉の向上に努めてまいる所存でございます。 

 次に、議案第１６号、東庄町国民健康保険特別会計でございますが、全体の

予算規模は、歳入歳出それぞれ２０億４，０００万円となりまして、前年度に

比べまして５，２５０万円、２．６％の増額予算となっております。 

 これは年々増加をします医療費に対する保険給付費の増を見込んだものであ

ります。また、この保険給付費の増加に伴い、県支出金、前期高齢者交付金、

共同事業交付金等の歳入予算の増額を見込んだ予算となっております。 

 続きまして、議案第１７号、東庄町後期高齢者医療特別会計予算について申

し上げます。 

 平成２４年度予算は、歳入歳出それぞれ１億９５５万円を見込んでおりまし

て、前年度と比較しますと１，４５７万円、１５．３％の増額予算となってお

ります。 

 この増額の主な要因でありますけれども、被保険者の増加と保険料率の改正

によるものでございます。 

 次に、議案第１８号、東庄町食肉センター特別会計予算について申し上げま

す。 

 食肉センターの収入の基本となりますと畜頭数は、前年度と同頭数の９万頭

を見込み、歳入総額で１億２，４００万円となり、８．５％の減額となってお

ります。 

 一方、歳出では指定管理者であります東庄町食肉センター事業協同組合に支
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払う委託料として８，０００万円、財政調整基金への積み立て１，５００万円、

一般会計への繰出金として１，０００万円を計上しております。 

 次に、議案第１９号、東庄町訪問看護ステーション特別会計予算について申

し上げます。 

 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１，６４２万３，０００円と定め

るものでございます。前年度と比較をいたしますと、金額で５５万５，０００

円の増、率にして３．５％の増と見込んでおります。 

 この要因は利用者の増加を予定したことによるものでございます。事業運営

は依然として厳しい状況にありますが、町民の皆様の信頼にこたえられるよう、

訪問看護サービスの提供に努めてまいる所存でございます。 

 続いて、議案第２０号、東庄町介護保険特別会計予算につきまして申し上げ

ます。 

 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１０億６，７７５万６，０００円

と定めるものでございます。前年度と比較しますと、金額で１億５，２７５万

６，０００円の増、率にして１６．７％の増と見込んでおります。 

 平成２４年度は、第５期介護保険事業計画３カ年度の初年度に当たります。

本年度の予算編成は、この計画に基づいて行いました。 

 続きまして、議案第２１号、東庄町水道事業会計予算について申し上げます。 

 初めに、業務の予定量といたしまして、年度末給水戸数４，０００戸、年間

総給水量を１４８万３，０００立方メートルと見込み予算編成をいたしました。

収益的収入及び支出予算の収入では、前年度と比較し総額で３１９万６，００

０円を減額し４億３，２６６万７，０００円といたしました。一方、支出にお

いて受水費は減となるものの委託料・修繕費の増額により、総額で３億９，５

１５万７，０００円、前年度と比較し８３９万円の増額となっております。 

 次に、資本的収入及び支出予算では、支出で４，４２９万９，０００円、前

年度と比較して２，１９７万１，０００円の減額となっております。内容につ

きましては、企業債の償還及び繰上償還、給水タンクの購入等でございます。

なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、内部留保資金等で補て

んすることになっております。 

 次に、議案第２２号、国保東庄病院事業会計予算について申し上げます。 
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 業務の予定量は、年間患者数は入院２万１，９００人、外来３万１，７４６

人を見込み予算編成をしております。収益的収支では、収入が１０億３，５２

３万１，０００円で、前年度比１，９０３万５，０００円の増、支出が９億９，

１４２万１，０００円で、前年度比８１４万９，０００円の減となり、４，３

８１万円の黒字編成となっております。 

 資本的収支につきましては、収入が３，７３２万４，０００円、前年度比７，

９５６万４，０００円の減、支出が７，７１４万７，０００円で、前年度比６，

１９８万７，０００円の減となっております。 

 以上、８会計の新年度予算の編成について概要を申し上げました。住民が等

しく幸せを感じられる地域が実現し、町民の満足度が高まるよう、町政運営に

尽力してまいります。議員各位におかれましても、今後ともご理解を賜ります

よう、お願いを申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長、事務長より説明をいたさせます。ご審

議の上、可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 総務課長。 

総務課長（菅谷武男君） 

 それでは、平成２４年度東庄町一般会計予算についてご説明申し上げます。 

 なお、細部につきましては、この後、特別委員会へ付託される予定と聞いて

おりますので、私からは概要のみを申し上げますので、あらかじめご了解をい

ただきたいと思います。 

 それでは、お手元の平成２４年度東庄町予算参考資料によりご説明申し上げ

ます。参考資料の１ページをお願いいたします。 

 平成２４年度の歳入予算につきまして、款ごとに平成２３年度と比較しなが

らその構成比を示したものでございます。左下の合計額の欄を見ていただきま

すと、平成２４年度の歳入予算の総額は４５億７，１００万円となりまして、

前年度比では５，１００万円の減となり、１．１％下回っております。 

 まず、１款・町税ですが、前年度比で２，７８０万円、２．１％の減で１２

億７，３８７万３，０００円を計上いたしました。このうち、個人町民税では

震災や景気低迷の影響などにより前年度比で１．２％の減を見込んでおります。 
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 また、固定資産税では３年に１度の評価がえによって家屋分が減収するため、

前年度比で６．１％の減を見込んでおります。 

 次に、２款・地方譲与税ですが、平成２３年度決算見込みと総務省により示

された数値に基づき試算し、前年度比２９０万円、３．３％の増となり、９，

０９０万円を計上しております。 

 次に、６款・地方消費税交付金ですが、平成２３年度決算見込みと県の試算

に基づき、前年度比で２２０万円、１．９％の減となり、１億１，１８０万円

を計上しております。 

 次に、８款・自動車取得税交付金ですが、平成２３年度決算見込みと県の試

算に基づき、前年度比で２９０万円、９．５％の減となり、２，７５０万円を

計上しております。 

 次に、９款・地方特例交付金では、子ども手当の見直しに伴う子ども手当特

例交付金の廃止などにより、前年度比で１，０２０万円、６０．４％の減とな

り、６７０万円を計上しております。 

 次に、１０款・地方交付税ですが、平成２３年度決算見込みと国の推計数値

に基づき試算しましたところ、前年度比で３，７００万円、２．２％の増とな

り、１７億１，８００万円を計上しております。 

 次に、１２款・分担金・負担金ですが、保育所保育料負担金などの減により、

前年度比で１３１万４，０００円、１％の減となり、１億３，５９１万８，０

００円を計上しております。 

 次に、１４款・国庫支出金では、制度改正により子ども手当国庫負担金が減

額になったことなどから、前年度比で４，０７１万円、１１．６％の減となり、

３億９１４万円を計上しております。 

 次に、１９款・繰越金ですが、一般財源の不足を補うため、前年度比で２，

０００万円、４０％の増となり、７，０００万円を計上しております。 

 最後に、２１款・町債ですが、前年度比で２，５３０万円、６．９％の減で、

３億４，３７０万円を計上しております。減額の主な要因は、道路や県営ほ場

などの事業について起債を見送り、起債額の抑制を図ったものです。 

 続きまして、歳出予算について概略を申し上げますので、２ページをお願い

いたします。増減の大きいもののみ申し上げます。 
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 まず１款・議会費ですが、前年度比で９３７万円、８．６％の減となってお

ります。これは議員年金制度の廃止に伴う議員共済会負担金が減額になったこ

とによるものです。 

 次に、２款・総務費ですが、防災行政無線のデジタル化工事などにより３，

１３０万２，０００円、４．８％の増となっております。 

 次に、３款・民生費ですが、３，３３８万９，０００円、２．５％の減とな

っております。減額の要因といたしましては、制度改正による子ども手当の減

額、前年度に介護基盤緊急整備特別対策事業補助金について事業が完了したこ

となどによるものです。 

 次に、５款・農林水産業費では、東総用水事業や東城・神代地区の併せ農道

への負担金が減額したことなどから３，５５０万４，０００円、１７．７％の

減となっております。 

 次に、６款・商工費では、観光駐車場整備事業や緊急雇用創出事業の実施に

より、１，３３７万５，０００円、１８．５％の増となっております。 

 次に、７款・土木費では、道路新設改良費の増額などにより、１，９３４万

３，０００円、６％の増となっております。 

 次に、９款・教育費ですが、橘小学校体育館の屋根等の改修工事などにより、

１，０３９万円、２．３％の増となっております。 

 次に、１０款・災害復旧費ですが、震災により被災した道路などの復旧工事

を計上しております。１，０４８万円の大幅な増となっております。 

 次に、１１款・公債費ですが、平成２４年度で元金償還の始まる事業が５件、

また平成２３年度で終了したものが１３件ございますが、利率が５％以上の借

り入れの元金６５０万円ほどの一括償還することから、前年度比で３１２万２，

０００円、０．６％の増で、５億１，３６６万６，０００円を計上しておりま

す。高利率の起債を一括償還することにより、予定されていた利子１０４万円

が節減されることとなります。 

 以上、歳出予算の総額は４５億７，１００万円、前年度比では５，１００万

円、１．１％の減となっております。 

 なお、右側の円グラフは、目的別歳出予算の款ごとの構成比をあらわしたも

のでございます。後ほど、ご参照いただければと思います。 
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 次に、３ページにつきましては、ただいま申し上げました歳出予算について、

性質別ごとに前年度と比較したものでございます。 

 まず大きな１番の消費的経費のうち、①の人件費ですが、前年度比で３，１

４１万３，０００円、３．１％の減となっております。減額の主な要因としま

しては、退職者を補充する新規採用を抑制し、職員数が３人減となったことな

どによるものです。②の物件費は２１７万円、０．４％の増となっております。

これは放課後児童健全育成事業や小学校における学習支援員の配置事業などに

より、委託料や賃金が増加していることが主な要因となっております。③の維

持補修費では、庁舎の維持管理工事費の増額などにより、８５７万７，０００

円、９０．２％の増となっております。④の扶助費では、自立支援給付費や子

ども医療費助成事業給付金の増額、また震災により被災された方への住家災害

見舞金事業などにより、１，１２６万２，０００円、１．８％の増となってお

ります。⑤の補助費等では、香取広域市町村圏事務組合の清掃分負担金の減額、

また前年度に介護基盤緊急整備特別対策事業補助金について事業が完了したこ

となどにより６，４８０万６，０００円、６．４％の減となっております。 

 以上、①から⑤まで合わせまして消費的経費の総額は、前年度比で７，４２

１万円、２．３％の減で３１億６，３０４万８，０００円となっております。 

 続きまして、大きな２番の投資的経費のうち、①普通建設事業の単独事業と

いたしまして、防災行政無線のデジタル化事業、笹川諏訪神社わきの駐車場整

備事業、橘小学校体育館の屋根等の改修事業などを実施いたします。加えて、

前年度に震災の影響で先送りとなりました町道整備について事業費を増額して

実施いたします。これにより普通建設事業全体としましては、前年度比で５，

８８６万７，０００円、１５．４％の増となっております。さらに災害復旧事

業を加えた投資的経費全体では、前年度比で７，１８４万７，０００円、１８．

８％増の４億５，４３１万４，０００円の予算規模となっております。 

 また、３番目の公債費につきましては、先ほど目的別の歳出予算、前のペー

ジ、２ページの１１款・公債費で申し上げたとおりです。 

 次に、４番目の積立金ですが、前年度は基金費で財政調整基金の積立金５，

０００万円があったことから５，０４４万円、９８．１％の減となっておりま

す。 
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 次に、７番目の繰出金ですが、介護保険特別会計への繰出金が増額したこと

により、全体で９３８万８，０００円、２．９％の増となっております。 

 以上、性質別歳出予算の主だったものを申し上げました。 

 次の４ページ、５ページにつきましては、ただいま申し上げました歳出予算

について、４ページで節別、そして５ページでは性質別の歳出予算を款ごとに

表にしてございますので、後ほどご参照いただければと思います。 

 それでは、６ページをお願いいたします。 

 ここでは、町全体の予算規模についてご説明いたします。左の表では、一般

会計を初め８会計の予算につきまして、前年度予算と比較して増減並びに増減

率を記載してございます。８会計の総額は９４億３，６７５万３，０００円と

なりまして、前年度と比較しますと７，４１６万４，０００円、０．８％の増

となっております。 

 なお、このページの右側の表は、一般会計における一部事務組合などに対し

ます負担の状況を前年度と比較して示したものでございます。 

 次に、７ページから９ページにかけましては、一部事務組合の平成２４年度

事業概要となっております。 

 次に、１０ページから１３ページでは、平成２４年度予算に盛り込んだ課ご

との主要な事業について一覧となっておりますので、予算書とあわせてご参照

いただきたいと思います。 

 これで参考資料の説明を終わらせていただきまして、次に平成２４年度の予

算書の１ページをお願いしたいと思います。 

 ただいま申し上げたのは、一般会計予算の第１条・歳入歳出予算について申

し上げましたが、これからは、第２条以下についてご説明いたします。 

 第２条は地方債でございまして、８ページの表をごらんいただきたいと思い

ます。 

 地方自治法の規定により起こすことのできる地方債の起債の目的、限度額な

どを定めるもので、臨時財政対策債を初め三つの起債がございます。起債の目

的並びに限度額のみそれぞれについて申し上げます。 

 最初は、地方交付税の減額を補完する意味合いの臨時財政対策債で２億７，

９００万円、以下防災行政無線デジタル化事業で４，１４０万円、学校教育施
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設等整備事業で２，３３０万円を予定しております。学校教育施設等整備事業

につきましては、橘小体育館の屋根改修工事を実施するものです。 

 なお、平成２４年度末の起債残高の見込みは、１２２ページに調書として記

載してございますので、これも後ほどごらんいただければと思います。 

 それでは、再度１ページをごらんいただきたいと思います。第３条で一時借

入金がございますが、これも地方自治法の規定に基づきまして、年度内におい

て歳計現金に不足が生じた場合、その支払資金の不足を補うため借り入れので

きる最高額を定めるもので、その額を２億円とする内容でございます。 

 第４条は歳出予算の流用でございまして、地方自治法第２２０条第２項ただ

し書きの規定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することので

きる場合を規定しております。各項に計上した給料、職員手当及び共済費、た

だし賃金にかかる共済費は除かれますが、これらにかかる予算額に過不足が生

じた場合において、同一款内でこれらの経費の各項の間の流用ができると定め

ています。 

 以上で、平成２４年度東庄町一般会計予算の内容説明を終わらせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 町民課長。 

町民課長（池永芳則君） 

 それでは、議案第１６号、平成２４年度東庄町国民健康保険特別会計予算に

ついて、ご説明申し上げます。予算参考資料の１４ページをお願いいたします。 

 平成２４年度国民健康保険特別会計予算状況につきまして、表及びグラフに

よりご説明申し上げます。初めに、歳入よりご説明いたします。 

 表の最下段、一番下の歳入の合計ですが２０億４，０００万円、前年度と比

較いたしますと５，２５０万円、２．６％の増額予算となっております。歳入

の主なものは、次ページの円グラフをごらんいただきたいと思いますが、国民

健康保険税と国庫支出金及び前期高齢者交付金で、全体の７０．１％を占めて

おります。 

 それでは、表の区分ごとにご説明いたします。１款・国民健康保険税ですが、

平成２４年度予算額は５億７，５２９万３，０００円、前年度比１，５４１万



－111－ 

円、２．６％の減となっております。減額の要因といたしましては、被保険者

数の減少と所得の低下に伴う減額を見込んだものでございます。 

 次に、３款・国庫支出金ですが４億９，３５６万４，０００円、前年度比１，

０６７万６，０００円、２．１％の減となっております。その主な要因は、国

庫負担割合が３４％から３２％と２％減額されることを見込んだものでござい

ます。 

 次に、４款・療養給付費交付金ですが７，７２２万４，０００円で、２３万

４，０００円、０．３％の増となっておりますが、平成２３年度の実績を考慮

し見込み額を算出いたしました。この交付金は退職被保険者等の医療費に対す

る交付金でございます。 

 続いて、５款・前期高齢者交付金は３億６，１２１万５，０００円で、前年

度比４，０２１万４，０００円、１２．５％の増を見込みました。これは前期

高齢者の医療費が年々増加していることを要因に計上したものでございます。

なお、この交付金は６５歳以上７４歳までの前期高齢者の医療費に対する交付

金でございます。 

 次に、６款・県支出金１億１，７２８万１，０００円、前年度比２，２４７

万８，０００円、２３．７％の増を見込んでおります。これは調整交付金や高

額医療費についての県の負担金で、国庫支出金の減額分が振り替えられ２％増

となる部分を見込むとともに、医療費の伸びに伴う増額を見込んでございます。 

 続きまして、７款・共同事業交付金２億６７２万円ですが、前年度比２，１

０２万７，０００円、１１．３％の増を見込んでおります。これは高額医療費

に対する交付金でございまして、３０万円以上の医療費に対し交付されるもの

でございます。 

 次に、９款・繰入金ですが２億２４９万５，０００円で、前年度比５１０万

２，０００円、２．５％の減額となっております。これは一般会計繰入金のう

ち、職員給与費等にかかる減額を見込んだものでございます。なお、基金繰入

金につきましては前年と同額の７，０００万円を計上し、年度末に再度積み立

てすることを予定しております。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 歳出の主なものは次ページの円グラフをごらんいただきますと、保険給付費



－112－ 

で全体の６０．４％を占めております。 

 それでは、再度表の区分ごとにご説明申し上げます。１款・総務費ですが４，

２６５万１，０００円で、前年度比３９８万７，０００円、８．５％の減でご

ざいます。減額の要因は、主に人事異動に伴います人件費の減によるものでご

ざいます。主な内容としましては、人件費３名分を含む一般管理費及び徴税費

等でございます。 

 次に、２款・保険給付費ですが１２億３，０９８万円で、６，８６０万１，

０００円、５．９％の増額予算でございます。過去の実績等をもとに算出して

ございまして、主な内容といたしましては、診療にかかる保険給付費、高額療

養費、出産育児一時金等でございます。 

 次に、３款・後期高齢者支援金でございますが２億８，５６１万４，０００

円、前年度比１７５万１，０００円、０．６％の増でございます。これは７５

歳以上が被保険者である後期高齢者医療制度において、保険で賄う医療給付費

の約４割を現役世代が負担するものでございます。 

 続いて、５款・老人保健拠出金ですが１３万５，０００円を計上いたしまし

た。老人保健制度は平成１９年度で廃止されましたが、請求おくれ分等にかか

ります老人医療費の精算の負担分でございます。 

 ６款・介護納付金ですが１億３，９０６万８，０００円、前年度比２６６万

８，０００円、２％の増額となっております。これは介護保険制度への納付金

で後期高齢者支援金とほぼ同じ仕組みでございますが、負担する方は４０歳以

上の方となっております。 

 ７款・共同事業拠出金は２億１，２１９万２，０００円で、前年度比１，２

１２万３，０００円、５．４％の減額となっております。この事業は３０万円

以上の医療費を対象とし、保険者の高額な医療による財政負担の緩和を図るも

ので、財源は事業参加市町村からの拠出金と国、県の負担金で賄っております。 

 続いて、８款・保健事業費ですが４，５１２万１，０００円で、前年度比３

９２万２，０００円、８％の減額を見込みました。主な内容としましては、特

定健康診査並びに保健衛生にかかる人件費、及び人間ドック委託料でございま

す。主な減額の要因といたしまして、人事異動に伴います人件費の減によるも

のでございます。 
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 ９款・基金積立金７，０００万１，０００円でございますが、年度当初にお

きまして保険税が入るまでの間、診療報酬支払準備基金について７，０００万

円を取り崩し運用資金に充当しているわけですが、これを年度末に再度積み立

てをするものでございます。 

 １１款・諸支出金ですが８９０万４，０００円は、精算に伴う国庫補助金等

返還金が主なものでございます。 

 また、予備費につきましては、前年度と同額の５００万円を計上いたしまし

た。 

 結果、歳入歳出予算額２０億４，０００万円、前年比２．６％の増額となっ

ております。 

 以上で、国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 なお、資料の１６ページは年度別医療費の推移につきまして記載したもので

ございます。後ほどご参照いただきたいと存じます。 

 続きまして、議案第１７号、平成２４年度東庄町後期高齢者医療特別会計予

算についてご説明いたします。参考資料の１７ページをお願いいたします。 

 後期高齢者医療の平成２４年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ１億９５５

万円といたしまして、前年度と比較しますと１，４５７万円の増、率では１５．

３％の増となっております。それでは、歳入よりご説明申し上げます。 

 １款・保険料でございますが、平成２４年度予算額は７，５２８万１，００

０円、前年度比１，２９４万３，０００円、２０．８％の増を見込んでおり、

歳入全体の６８．７％を占める予算でございます。この増額の要因は被保険者

数の増加と保険料率の改正によるものでありまして、被保険者数につきまして

は１２月末現在２、２６５人で、前年度と比較して３１人、１．３％の増とな

っている状況でございます。また、保険料につきましては県下で不均一保険料

適用市町に該当いたしまして、他の市町村より低い料率で計算されているとこ

ろですが、広域連合議会により保険料率の改定がなされ、平成２４年度は２年

ごとの見直しの年であることから、不均一保険料が適用される最後の２年とな

ります。このことによりまして、２０．８％という増額予算を見込むこととな

りました。 

 続いて、３款・繰入金でございますが３，１８７万円、前年度比１５万２，
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０００円、０．５％の減でございます。これは主に保険基盤安定にかかる繰入

金で国、県及び町分を含んだ額でございますが、歳出の方で交付金として広域

連合へ支出するものでございます。 

 次に、歳出でございますが、１款・総務費は１９３万９，０００円、前年度

比３８万７，０００円、１６．６％の減でございます。ここでは、システム関

係などの一般管理費及び徴収費の経費を捻出しております。 

 ２款・納付金は１億７１５万円、前年度比１，４９５万７，０００円、１６．

２％の増でございます。これは広域連合に対する納付金でございまして、歳入

における保険料及び基盤安定にかかる繰入金を合わせた額を見込んだものでご

ざいます。 

 次に、３款・諸支出金につきましては、前年度と同額の６万１，０００円を

見込みました。主な内容は過誤納還付金及び国庫返納金等でございます。 

 また、予備費につきましては、前年と同額の４０万円を計上いたしました。 

 以上、合わせまして歳出の合計は１億９５５万円、前年度より１，４５７万

円、１５．３％の増額予算となっております。 

 以上で、後期高齢者医療特別会計の説明を終わらせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 まちづくり課長。 

まちづくり課長（相馬良男君） 

 それでは、議案第１８号、平成２４年度東庄町食肉センター特別会計予算に

ついてご説明いたします。参考資料の１８ページをお願いします。 

 平成２４年度のと畜処理頭数は９万頭を見込み、平成２３年度と同頭数の事

業量を見込んでおります。これについては、養豚農家の経営努力による安定出

荷頭数を見込むものです。歳入よりご説明をいたします。 

 項目１の営業収益、①解体処理施設使用料については、１頭当たり８９２円

５０銭で９万頭を見込み８，０３２万５，０００円に、②冷蔵庫使用料は、１

頭当たり９４円５０銭で、平均使用日数を１．４日とし８万９，５００頭を見

込み１，１８４万円を計上し、また、③ボイル室使用料は、１頭当たり９４円

５０銭で８万１，０００頭を見込み７６５万４，０００円を計上し、料金収入
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として９，９８１万９，０００円を見込んでおります。前年度と同額となって

おります。 

 次に、項目２の繰越金は２，４１１万９，０００円を見込み、前年度との比

較では１，１５０万６，０００円の減額で、率で３２．３％の減となっており

ます。 

 次に、項目３・財産収入ですが、財政調整基金預金利子として６万円を見込

み、前年度との比較では６，０００円の増額で、１１．１％の増となっており

ます。 

 次に、項目４・諸収入については、歳計金預金利子及び雑入の受け入れ項目

として各１，０００円で２，０００円を計上いたしました。 

 歳入合計では１億２，４００万円で、前年度比較１，１５０万円の減額で、

８．５％の減となっております。 

 続きまして、歳出をご説明いたします。 

 項目１の営業費用、①委託料ですが、食肉センター施設指定管理者東庄町食

肉センター事業協同組合に支払う委託料で、前年度と同額で８，０００万円を

計上するものです。②のその他物件費は、建物保険料及び消費税等で１６７万

５，０００円を計上するもので、前年度と比較しまして４０万５，０００円の

減を見込み、営業費用計では８，１６７万５，０００円となり、前年度比較４

０万５，０００円の減額、率で０．５％の減となっております。 

 次に、項目２・整備費ですが、今年度は整備は予定なく予算計上はありませ

ん。 

 次に、項目３・積立金ですが、食肉センター特別会計財政調整基金として、

前年度と同額の１，５００万円を計上いたしました。 

 次に、項目４・繰出金ですが、一般会計への繰出金で前年度と同額１，００

０万円を計上いたしました。 

 項目５の予備費は１，７３２万５，０００円を見込み、前年度比較３９０万

５，０００円の増額、率で２９．１％の増となっております。 

 歳出合計は歳入合計と同額の１億２，４００万円となるものであります。 

 以上で、食肉センター特別会計の予算説明を終わります。よろしくお願いし

ます。 
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議長（鎌形寿一君） 

 健康福祉課長。 

健康福祉課長（林 敏行君） 

 それでは、議案第１９号、平成２４年度東庄町訪問看護ステーション特別会

計予算についてご説明を申し上げます。予算参考資料の２０ページをお開きい

ただきたいと存じます。 

 歳出の方からご説明申し上げます。 

 歳出のほとんどが１款・事業費で、予算額１，６３２万３，０００円、右側

の円グラフにありますように、歳出全体の９９．４％を占めております。表の

方に戻っていただきまして、前年度に比べまして金額で５５万５，０００円の

増、率では３．５％の増と見込んでおります。事業費のほとんどは職員の人件

費でございまして、そのほか事務費用などでございます。 

 ２款・予備費は、前年度と同額の予算額１０万円を計上いたしました。 

 以上、歳出の予算合計額は１，６４２万３，０００円、前年度に比べて金額

で５５万５，０００円の増、率にして３．５％の増でございます。 

 資料を戻っていただきまして、１９ページをお開きいただきたいと存じます。

歳入について、ご説明申し上げます。 

 まず、１款・事業収入は予算額９０８万１，０００円、右側の円グラフにあ

りますように、歳入全体の５５．３％を占めております。表の方に戻っていた

だきまして、前年度に比べますと金額で１０３万９，０００円の増、率では１

２．９％の増と見込んでおります。この要因としましては、介護保険適用の方

が訪問看護をご利用いただいた際の居宅介護サービス費収入、自己負担金収入

につきまして、利用者の増加による増収を見込んでいるものでございます。 

 次に、２款・繰入金は予算額６８４万円で、前年度に比べて金額で４８万４，

０００円の減、率では６．６％の減と見込んでおります。これは歳入の不足分

を一般会計からの繰入金で補うものでございます。 

 ３款・繰越金、予算額５０万円については、前年度繰越金を前年度と同額見

込んでおります。 

 ４款・諸収入、予算額２，０００円につきましては、雑入とここに記載して

ございませんが、歳計金預金利子を各１，０００円計上いたしました。 
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 以上、歳入の予算合計額は１，６４２万３，０００円、前年度に比べて金額

で５５万５，０００円の増、率にして３．５％の増でございます。 

 なお、次の２０ページ、下段の表に、平成１９年度から２３年度１２月まで

の訪問看護ステーションの年度別利用実績を記載してございますので、後ほど

ごらんをいただきたいと存じます。 

 以上で、平成２４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算の説明を終

わります。 

 続きまして、議案第２０号、平成２４年度東庄町介護保険特別会計予算につ

いて申し上げます。恐れ入りますが、予算参考資料の２２ページをお開きいた

だきたいと存じます。 

 やはり歳出からご説明を申し上げます。 

 １款・総務費については、予算額４，４０８万７，０００円で、前年度に比

べますと金額で３１６万６，０００円の減、率では６．７％の減を見込んでお

ります。職員の人件費、電算システムの使用料、認定審査会費等が主なもので

ございます。主な減額の要因としましては、この資料に記載しておりませんが、

前年度に計上しておりました「計画策定委員会費」、第５期の介護保険事業計

画の策定に要する費用２９５万９，０００円が皆減、廃項になったことによる

ものでございます。 

 次に、２款・保険給付費の予算額９億９，３２５万４，０００円は、右側の

円グラフにありますように、歳出全体の９３．０％を占めております。表の方

に戻っていただきまして、前年度に比べますと金額で１億４，６９０万４，０

００円の増、率では１７．４％の増を見込んでおります。増額の要因としまし

ては、利用の増加と介護報酬１．２％増の影響でございます。 

 ３款・地域支援事業費につきましては、地域包括支援センターの事務費とし

まして予算額１，９３０万４，０００円、前年度に比べまして金額で４万１，

０００円の減、率では０．２％の減を見込みました。 

 ４款・公債費１，０００円につきましては、一時借入金の利子分を見込んで

ございます。 

 ５款・諸支出金の予算額１，０６１万円につきましては、前年度に比べて金

額で９０５万９，０００円の増、率では５８４．１％の増を見込んでおります。
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主な増額の要因は、この資料に記載してございませんけれども、介護給付費準

備基金積立金に新たに９２０万９，０００円の積み立てを計上したものでござ

います。 

 ６款・予備費につきましては、前年度と同額の５０万円を見込みました。 

 以上、歳出の予算額合計は１０億６，７７５万６，０００円でありまして、

前年度と比べますと金額で１億５，２７５万６，０００円の増、率で１６．７％

の増と見込んでおります。 

 次に、歳入をご説明申し上げます。資料を戻っていただきまして、２１ペー

ジをお開きいただきたいと存じます。 

 １款・保険料につきましては、予算額２億１，２２５万円、前年度に比べま

すと金額で４，５２９万６，０００円の増、率で２７．１％の増を見込んでお

ります。これは６５歳以上の第１号被保険者の保険料の増でありまして、第５

期介護保険事業計画に基づき介護給付費の大幅な増加を見込んでおりますので、

平成２４年度の基準額は月額４，０５０円、平成２３年度に比べて８７０円の

増、率にして２７．４％の増となったことによるものでございます。 

 次に、２款・使用料及び手数料の予算額２，０００円につきましては、証明

及び保険料未納者への督促手数料を各１，０００円見込んでおります。 

 次に、３款・国庫支出金、４款・支払基金交付金、５款・県支出金につきま

しては、介護給付費及び地域支援事業に要する費用の負担でありまして、介護

保険法に基づいて負担割合が定められております。順に申し上げますと、３款・

国庫支出金が予算額２億３，８１８万９，０００円で、前年度に比べますと金

額で３，２７０万３，０００円の増、率では１５．９％の増。４款・支払基金

交付金、これは第２号被保険者、４０歳から６４歳までの方が納める保険料で

ございますが、予算額２億９，１７１万７，０００円で、前年度に比べますと

金額で３，３９０万９，０００円の増、率では１３．２％の増。５款・県支出

金は予算額１億５，７６９万９，０００円で、前年度に比べますと金額で３，

１２０万３，０００円の増、率にして２４．７％の増を見込んでおります。な

お、ここには記載してございませんが、県補助金に財政安定化基金交付金９１

４万８，０００円を計上してございます。これは第５期において第１号被保険

者の保険料の著しい上昇を緩和するために国、県、市町村の拠出金をもとに県
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が積み立てております基金の一部を取り崩しまして、各市町村に交付されるも

のでございます。 

 次に、６款・財産収入の予算額６万１，０００円は、介護給付費準備基金積

立金の定期預金運用による利子収入を見込みました。 

 次に、７款・繰入金、一般会計及び基金からの繰入金としまして、予算額１

億６，６４８万７，０００円を見込んでおります。前年度に比べまして金額で

１，４２８万９，０００円の増、率では９．４％の増でございます。一般会計

からの繰入金につきましては、介護給付費、地域支援事業の介護保険法で負担

割合が規定されている分の繰入金でございます。また、職員人件費等の総務費

の繰入分でございます。 

 ８款・繰越金につきましては、前年度繰越金としまして予算額８４万円を計

上しております。前年度に比べまして金額で４５５万５，０００円の減、率で

は８４．４％の減を見込んでおります。 

 ９款・諸収入の予算額５１万１，０００円については、高額介護サービス費

貸付金元金収入などを前年度と同額見込んでおります。 

 以上、歳入の予算合計額は歳出と同額の１０億６，７７５万６，０００円で

ありまして、前年度と比べますと金額で１億５，２７５万６，０００円の増、

率で１６．７％の増と見込んでおります。 

 なお、２３ページにつきましては、平成１９年度から２３年度１０月末まで

の第１号被保険者の数、要介護・要支援認定者の数、居宅介護及び施設介護別

に各サービスの受給者数を記載しております。増加傾向にございますが、詳細

につきましては後ほどごらんをいただきたいと存じます。 

 以上で、平成２４年度東庄町介護保険特別会計予算の説明を終わります。よ

ろしくお願い申し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 まちづくり課長。 

まちづくり課長（相馬良男君） 

 それでは、議案第２１号、平成２４年度東庄町水道事業会計予算についてご

説明申し上げます。参考資料の２４ページをお願いいたします。 

 初めに、平成２４年度水道事業の業務の予定量についてでございます。年度
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末給水戸数は４，０００戸、年間総給水量１４８万３，０００立方メートル、

１日平均給水量４，０６３立方メートル、普及率８２％と予定し、これを基本

として予算編成をいたしました。 

 次に右上の２、水道事業会計予算状況をごらんいただきたいと思います。 

 収益的収入及び支出予算の収入では４億３，２６６万７，０００円、支出で

は３億９，５１５万７，０００円、差し引き３，７５１万円の黒字を見込んで

おります。 

 次に左中央部の表をごらんいただきたいと思います。 

 収益的収入のうち営業収益では３億５，０５９万５，０００円で、前年度と

比較し３００万円の減、率で０．８％の減となっております。この内容につき

ましては、給水収益の減によるものであります。受託工事収益１万円、その他

の営業収益７５８万５，０００円につきましては、前年度と同額となっており

ます。 

 次に、営業外収益でございますが８，２０７万２，０００円で、前年度と比

較し１９万６，０００円の減となっております。この内容につきましては、一

般会計補助金５，０００万円、県補助金３，２００万円は前年度と同額ですが、

雑収益７万２，０００円につきましては、定期預金金利の引き下げにより１９

万６，０００円の減額となっております。 

 次に、収益的支出についてご説明申し上げます。収益的支出のうち営業費用

は３億８，７７９万８，０００円で、前年度と比較して９９６万円の増、率に

して２．６％の増となっております。この内容でございますが、受水費で２億

５，０００万円、前年度と比較し５５万１，０００円の減となっております。

減価償却費につきましては６，９１２万４，０００円で、４万２，０００円の

増となっております。人件費につきましては３，２３６万５，０００円で、５

６万８，０００円の増となっております。その他営業費用につきましては３，

６３０万９，０００円で、前年度より９９０万１，０００円の増となっており

ます。この内容につきましては、検満メーターの大幅な増によるものでありま

す。 

 次に、営業外費用では７１５万５，０００円で、前年度と比較して１５５万

６，０００円の減、率で１７．９％の減となっております。この内容につきま
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しては、平成２３年度に企業債の繰上償還をしたことによる支払利息の減額に

よるものであります。消費税他につきましては前年度と同額となっております。

特別損失につきましては不納欠損金４，０００円で１万４，０００円の減、予

備費２０万円は前年度と同額となっております。 

 続きまして２５ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出予算についてご説明申し上げます。資本的収入につきま

しては、今年度の収入予定はありません。 

 支出につきましては４，４２９万９，０００円で、この支出に対する不足額

は、消費税等収支調整額５万６，０００円、過年度分損益勘定留保資金４，４

２４万３，０００円で補てんする予定であります。 

 下のグラフをごらんください。 

 資本的支出の大部分は企業債１８本の元金償還金で繰上償還分も含み４，２

６３万３，０００円で、率で９６．２％を占めております。固定資産取得費１

６６万６，０００円につきましては、非常用の給水タンクの購入と水道メータ

ーの購入費等でございます。また、前年度と比較し総額で２，１９７万１，０

００円の減額につきましては、繰上償還等により企業債６本の償還終了が主な

要因となっております。 

 以上で、平成２４年度東庄町水道事業会計予算についての説明を終わります。

よろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 病院事務長。 

病院事務長（宇ノ澤康成君） 

 それでは、議案第２２号、平成２４年度国保東庄病院事業会計予算について、

ご説明申し上げます。予算参考資料の２６ページをごらんください。 

 ページ左側（１）の業務予定量ですが、病床数は８０床、年間診療日数は、

入院が３６５日、外来が２６７日を予定しております。年間患者数は入院２万

１，９００人、１日平均で６０人、前年度と比較して４２６人、率にして１．

９％の減となっております。外来は３万１，７４６人、１日平均が１１８．９

人です。前年度と比較して５７１人、率にして１．８％の増となっております。 

 次に、ページ右側の（２）病院事業会計予算状況ですが、収益的収入の合計
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が１０億３，５２３万１，０００円で、前年度と比較して１，９０３万５，０

００円、率にして１．９％の増となっております。支出の合計では９億９，１

４２万１，０００円で、前年度と比較して８１４万９，０００円、率にして０．

８％の減となっております。 

 収入の内訳ですが、ページ左側の上の表、収益的収入の医業収益では２４年

度９億５，０２３万１，０００円で、前年度比１，１８５万３，０００円の増

となっております。構成比は収入総額の９１．８％です。医業収益のうち入院

収益では２億２，１９９万３，０００円で、前年度比２３６万８，０００円の

増、構成比では２１．５％です。外来収益では４億５，８４１万２，０００円

で、前年度比９８５万５，０００円の増、構成比は４４．３％です。その他医

業収益では室料差額、それから人間ドック、各種検診、一般会計からの負担金

などの収益５，７２２万４，０００円で、前年度比１４９万１，０００円の減、

構成比は５．５％です。介護保険事業収益では２億１，２６０万２，０００円

で、前年度比１１２万１，０００円の増、構成比で２０．５％です。 

 次に、医業外収益では８，４９０万円で、前年度比７１８万２，０００円の

増となっております。構成比では８．２％です。医業外収益のうち負担金・交

付金は８，２９７万円で、前年度比７４９万５，０００円の増、構成比は８．

０％です。その他医業外収益等は１９３万円で、前年度比３１万３，０００円

の減となっております。構成比は０．２％です。 

 次に、特別収益は前年度と同額の１０万円を見込みました。 

 続いて下の表、支出の医業費用では９億５，９５６万２，０００円で、前年

度比６４３万６，０００円の減となっております。構成比では支出総額の９６．

８％です。医業費用のうち給与費は４億４，５６５万２，０００円で、前年度

比３９万１，０００円の増、構成比は４４．９％です。材料費は３億３，１６

８万円で、前年度比１６４万１，０００円の減、構成比は３３．５％です。経

費は１億３，５６０万４，０００円で、前年度比２，１９６万４，０００円の

増、構成比は１３．７％です。減価償却費は４，３４２万６，０００円で、前

年度比２，８２８万円の減、構成比は４．４％です。その他医業費用は３２０

万円で、前年度比１１３万円の増、構成比は０．３％です。 

 次に、医業外費用では２，９７５万９，０００円で、前年度比１７１万３，
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０００円の減となっております。構成比は支出総額の３％です。医業外費用の

うち支払利息は２，８２４万８，０００円で、前年度比１３７万６，０００円

の減、構成比は２．８％です。その他医業外費用等は１５１万１，０００円で、

前年度比３３万７，０００円の減、構成比０．２％です。 

 次に、特別損失では１０万円で前年度と同額、予備費も２００万円で前年度

と同額を見込みました。 

 以上、収益的収支差し引きの状況ですが、収益的収入１０億３，５２３万１，

０００円に対し、収益的支出９億９，１４２万１，０００円で、差し引き４，

３８１万円の黒字を予定しております。 

 次に、右側の円グラフでございますが、これも左側の表を円グラフにしたも

のでございますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 資本的収支でございますが、収入総額３，７３２万４，０００円で、前年度

と比較しまして７，９５６万４，０００円の減となっております。支出総額で

は７，７１４万７，０００円で、前年度と比較して６，４９８万７，０００円

の減となっております。収支差し引きで３，９８２万３，０００円の不足とな

っておりますが、不足する額は当年度分消費税資本的収支調整額９３万円と、

過年度分損益勘定留保資金３，８８９万３，０００円で補てんするものでござ

います。 

 次に、棒グラフで資本的収支の内訳を示してありますが、上の資本的収入は

一般会計からの出資金が３，７３２万３，０００円でこれがすべてとなってお

ります。 

 下の支出では、建設改良費が１，９５４万円で２５．３％、企業債償還金が

５，７６０万７，０００円で７４．７％となっております。主な建設改良費と

してはＸ線の一般撮影システムの購入、それから特殊浴槽の購入を予定してお

ります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております、議案第１５号から議案第２２号までについ
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ては、議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審

査することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号から議案第２２号までについては、議員全員で構

成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定し

ました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時ちょうどからにします。 

（午前１１時４０分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

議長（鎌形寿一君） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これより、予算審査特別委員会の委員長及び副委員会の互選を行うため、し

ばらく休憩します。 

（午後 １時０１分 休憩） 

（午後 １時０８分 再開） 

議長（鎌形寿一君） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 休憩中に開催されました予算審査特別委員会において委員長及び副委員長の

互選が行われましたので、改めてその結果を報告します。 

 委員長に宮崎正吾君、副委員長に林甚一君が選任されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第９、休会の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、３月８日から１５日までの８日間を休会としたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（鎌形寿一君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、３月８日から１５日までの８日間を休会とすることに決定しま

した。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 ３月１６日の会議は、議事の都合により午後２時３０分に繰り下げて開くこ

とにします。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さまでした。 

（午後 １時０９分 散会） 

 

 


